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環黄海経済・技術交流会議の概要 

「環黄海経済・技術交流会議」とは 

東アジア・環黄海地域の経済圏域の発展と交

流の深化を目指す経済交流プラットフォームと

して、2001年 3月にスタート。これまでに九州・

韓国・中国の順に持ち回りで 20回開催。三国政

府（日本：九州経済産業局、韓国：産業通商資

源部、中国：商務部）によるコミットのもと、

年に一度、三国の関係者が一堂に集い、交流を

深化させることを目的として開催しているも

の。なお、ここでの環黄海地域とは、上海から

大連、仁川から釜山に至る韓国・中国沿岸部及

び九州からなる黄海を取り巻く地域経済エリア。 

開催実績 

第 1回(2001年 3月)：福岡市  第 2回(2002年 10月)：韓国全州市 

第 3回(2003年 9月)：中国威海市 第 4回(2004年 10月)：宮崎市 

第 5回(2005年 11月)：韓国大田広域市 第 6回(2006年 11月)：中国日照市 

第 7回(2007年 11月)：熊本市  第 8回(2008年 10月) ：韓国仁川広域市 

第 9回(2009年 7月)：中国煙台市 第 10回(2010年 10月)：北九州市 

第 11回(2011年 11月)：韓国太田広域市 第 12回(2013年 11月)：中国連雲港市 

第 13回(2014年 11月)：佐世保市 第 14回(2015年 11月)：韓国釜山広域市 

第 15回(2016年 7月)：中国塩城市 第 16回(2017年 11月)：鹿児島市 

第 17回(2018年 11月)：韓国全羅北道群山市 第 18回(2019年 11月)：中国済寧市 

第 19回(2021年 11月)：熊本市 第 20回(2022年 11月)：韓国釜山広域市 

※第 19回、第 20回はオンライン会合


